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　現在，紙は様々な用途に活用されているが，
日本では性能の高い和紙を材料にした紙衣と
いう紙の衣服が古くから着用されてきた。紙
衣とは和紙で作った衣服で，この紙衣和紙は
楮から漉いた和紙にこんにゃく糊や柿渋，寒
天を塗布して揉みやわらげて作られる。紙衣
は木綿より安価な衣料として江戸時代の庶民
の間で広まったが，明治以降には機械生産に
よる木綿の普及とともに消滅した。
　近年では環境への配慮という視点から，和
紙や紙の衣服なども発表されているが，本作
品は独特のテクスチャーを持つファッション
材料としての紙衣和紙に注目し，その特徴を
生かした衣服デザインを目的として制作した。
　作品制作に使用する紙衣和紙は，和紙にこ
んにゃく糊を塗布して作り，衣料材料試験に
よって基本的性能を明らかにした。この試験
結果を一般的な衣服材料である布地と比較す
ることによって導き出した特徴を生かし，実
際に着用できる衣服作品として制作した。

紙衣和紙の制作
　和紙はパルプ状の楮から溜め漉き法で漉き，
手で軽く揉んで皺をよせた後，木製の棒に巻
きつけて圧縮することで縮みよせる。
　細かな皺ができて柔らかくなった和紙の表
面にこんにゃく糊を塗布して，天日干しで乾
燥させる。こんにゃく糊は，こんにゃく芋粉
を水に溶かして水糊のような状態にしてスポ
ンジに含ませ，和紙の表面に塗布した。こん
にゃく糊が乾いた後に再び木製の棒に巻きつ
けて圧縮する。こんにゃく糊の塗布と棒に巻
きつけて圧縮することを繰り返して和紙をや

わらかく強靭にする。

紙衣和紙の性能試験
　性能試験の試料は「紙衣和紙の厚地」「紙
衣和紙の薄地」そのほか比較材料として，こ
んにゃく糊を塗布せずに揉んでやわらかくし
た「和紙もみ紙」と一般的な衣服材料用の布
地として「シーチング」を加えた４試料とし
た。試験項目は，衣服材料の基礎的性能を知
るために必要と思われる「厚み」「目付け」
「引張」「引き裂き」「剛軟度」「破裂」の６項
目とした。なお，今回の性能試験は三河繊維
技術センターにおいて，日本工業規格（JIS）
の規格に沿って試験した。
　紙衣和紙の厚地は「厚み」と「目付け」の
値から，厚みはあるが大変軽いことが明らか
になった。「引張強度」ではシーチングのタ
テ地での測定値が最も高かったが，ヨコ地で
はシーチングと紙衣和紙の厚地が同程度の強
度となった。「引き裂き強度」でもシーチン
グのタテ地での測定値が最も高かったが，ヨ
コ地ではシーチングと紙衣和紙の厚地が同程
度の強度となった。「剛軟度」では，シーチ
ングと紙衣和紙の値を比較すると布地との違
いは大きく，紙衣和紙の硬さやハリが際立っ
ている。「破裂強度」では，紙衣和紙が最も
値が高く，シーチングよりも破裂に対する強
度が高いと判断できる。紙衣和紙の薄地は，
紙衣和紙の厚地より薄く，硬さやハリも少な
いが強度に関する値は低かった。

作品制作
　性能試験の結果から，紙衣和紙の厚地に関
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しては衣服材料としての強度に問題はないと
判断し，これを材料として作品を制作するこ
とにしたが，紙衣和紙の特徴である硬さやハ
リ，厚みに配慮した衣服制作が課題となった。
衣服は人体の形態に合わせて曲線が多く含ま
れるパーツをつなぎ合わせて作られることが
多いが，紙衣和紙の硬さとハリには不向きな
衣服構成であると判断し，方形の和紙をその
まま用いて衣服の形になるようにデザインし
た。
　紙衣和紙は布地のように裁ち端が解けてこ
ないので，ブラウスは１枚の紙衣和紙の中央
を方形に切り抜いて衿ぐりにし，裁ち端の始

末は施さない。また，性能試験によって引き
裂きに対する強度にも問題はないと判断でき
たため，ブラウスの袖ぐりと脇にあたる紙衣
和紙の両端には小さな切込みを入れてリボン
を通し，このリボンを引き絞り結んで着用で
きるように制作した。作品に使用している厚
地の紙衣和紙は，シーチングの約６倍の厚み
があるため，手縫いやミシン縫製によって組
み立てる方法ではなく，こんにゃく糊で紙衣
和紙をらせん状に９枚貼り合わせる方法で
ラップスカートを制作した。スカートのウエ
スト部分もブラウスと同じ方法でリボンを通
し，これを結んで着用できるように制作した。


